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兵庫県におけるミド'ノヒョウモン

黒角型について大永ぺ木村三郎
年宍粟郡安富町三坂、 1980年飾磨郡夢前町菅生潤にお

いて確認した。

自宅にて採卵飼育したところ卵期12日間で卵殼をす

こしかじるほかスミレを食べず越冬し翌春スミレの芽

だちとともに摂食を始め好んでタチボスミレを食べた。

1 ， はじめに

ミドリヒ三1ウモンArgynnispanhiaは、兵庫県全域

に分布する普通種である。

本種の早には杏と同色の地色を持つ榿色型(正常型）

と、翅の表面がまったく見られなくなる黒色型の2型

があることが古くより知られている。県内においては

1953年の越智研一郎氏1)によって初めて記録され、そ

の後いままでに6例報告されている。

筆者は養父郡関宮町の杉ガ沢(標高750m)において

1980年8月15日に黒色中間型を採集しこの早蝶の飼育

によって1981年6月2日温室にて1￥完全黒色型が羽

化した。ここに過去の文献記録と虫友による、未発表

採集記録や私信等を合わせ整理し、今後の県内におけ

る調査のための資料として御活用いただければ幸せで

ある。

本文に先だち、本種について引用文献中の淀江賢一

郎氏6)の労作におうところが多く厚くお礼申しあげる。

4，分布

データー中、採集地の標高は確認できたものにつけ

加えた。なお産地の番号は地図の番号と一致する。

①氷上郡神楽村栗鹿山 0-0-1953越智研一郎1）

②養父郡関宮町鉢伏山(1200m)､ 12-W-1955吉阪道雄2）

③朝来郡生野町段ガ峯(1100m) 8-W-1956 山本広－2）

④川西市妙見新滝 28-Ⅶ-1977赤山敦夫4）

⑤神戸市長田区一里山町 25-Ⅵ-1954松本健嗣5）

⑥神戸市垂水区櫨谷町 15-Ⅸ-1963大谷 泉5）

⑦神崎郡市川町上小田(450m) 27-W-1978花岡 正

（完全黒色型）

⑦〃 〃 27-Ⅵ-1978花岡 正

（黒色中間型）

③佐用郡三日月町三日月(250m) 15-m-1979広利雅美

（黒色中間型）

⑨佐用郡三日月町土文(250m) 0-X-1979鎌谷重喜

（完全黒色型）

⑩養父郡関宮町杉ガ沢高原(750m) 22-W-1980相坂耕作

（完全黒色型）

⑩〃 〃 15-Ⅷ-198O木村三郎

（黒色中間型）

"" (Bred) 2-W-1981木村三郎
（完全黒色型）

竜⑪宍粟郡安富町三坂(120m) 5-W-1981木村三郎
（黒色中間型）

⑫神崎郡大河内町砥峯(850m) 9-m-1981広畑政己

（黒色中間型）

⑬神戸市六甲山系山地帯(800m) 尾崎 勇

完全黒色型く黒色中間型比較的多いとの私信

5、飼育について

温室にて早期に飼育したためデーターははぶかせて

いただいた。羽化した個体は＄が多く黒色中間型の母

蝶から完全黒色型1頭、黒色中間型く正常型1頭、正

常型2頭であった。

2'、 黒色型の定義

黒色型の定義については淀江賢一郎氏がすでに「す

かしば」NQ15: 11～16に発表されているのでおもにそ

れを引用させていただいた。本報でも1つは藤岡知夫

（1975）による大図鑑のプレートを利用して次のよう

に定義づけておくことにする。

PL92・No.9が完全黒色型であり、No8は黒色中間型

N05 ．12程度では黒色型とは言い難い。

もう1つは川副昭人・若林守男（1976）原色日本蝶

類大図鑑のプレート第45図版の2d(暗化型） とされて

いるのは黒色中間型とする。

3、生態

年1回の発生で平地では6月の中旬頃から発生し、

多くの山地では7月に入ってから目立ち始める。秋期

にかけて旱が多く見られるようになる。

樹林帯の渓谷沿いや山地路上のやや開けた場所に多

く見られる。吸蜜源としていままでにウツギ（白）

シシウド(白） オカトラノオ(白） ヒヨドリバナ(白）

クリ （淡黄色）イボタノキ(白） セリ（白） 各種アザ

ミ(紅紫色） ソバ(白） コスモス(白)が確認できた。

いままでに観察した交尾飛翔型式は←＄＋旱で1981
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